
広 報 み な の 平成18年９月１日⑺

　
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
非
常
持
出

袋
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
欲

張
ら
ず
に
、
必
要
最
小
限
の
物
を
リ

ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
、
持
ち
出
し

や
す
い
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
年
に
一
度
は
必
ず
点
検
し
、

電
池
や
水
、
缶
詰
な
ど
は
古
く
な
っ

て
い
れ
ば
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
料
（
缶
詰
・
カ
ン
パ
ン
）

・
救
急
・
安
全
用
品
（
薬
・
地
図
）

・
衣
類
（
靴
下
・
下
着
・
タ
オ
ル
）

・
日
用
品
（
ラ
ジ
オ
・
軍
手
・
懐
中

　
電
灯
）

非

常

持

出

品

わが家の避難場所（町で指定されたところ）

緊急時に一時身を寄せるところ
（家族が外出先から帰宅できない状態になったとき）

家族名 名　称 住　　所 電話番号

家族名 生年月日 血液型 体　　　　質 緊急時連絡先
○家族メモ

９
月
１
日
は

防
災
の
日

８
月
30
日
か
ら

　
　
　
９
月
５
日
は

『
防
災
週
間
』

　
異
常
気
象
か
ら
起
こ
る
水
害
や
、

そ
れ
ま
で
地
震
の
心
配
は
無
い
と
さ

れ
て
い
た
地
域
で
大
地
震
が
発
生
し

た
り
と
、
近
年
各
地
で
予
想
を
超
え

る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
秩
父
地
域
は
比
較
的
災
害
の
少

な
い
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ

ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が

災
害
で
す
。

　
災
害
が
起
き
た
時
、
家
族
全
員
が

い
っ
し
ょ
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

場
所
を
決
め
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場

所
ま
で
の
道
順
を
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◆
避
難
場
所
を

　
　
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
９
月
１
日
の
防
災
の
日
は
、
大
正
12
年
（
１
９

２
３
年
）
の
こ
の
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
を
教

訓
と
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
や
住
ま
い

の
地
震
に
対
す
る
備
え
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

▼皆野町防災計画指定の避難場所

▼

避　難　場　所 所　　在　　地
転 作 研 修 セ ン タ ー 金崎111‒1
自 然 休 養 村 管 理 所 大渕280
金沢生活改善センター 金沢259‒1
日野沢生活改善センター 下日野沢3548‒4
水と緑のふれあい館 下日野沢3993‒3
わく・ワクセンター 下日野沢3990
三沢農業集落センター 三沢1588‒1
町 民 運 動 公 園 皆野836‒2
公 民 館 皆野2228‒1
柔 剣 道 場 皆野2125
皆 野 幼 稚 園 国神639
皆 野 小 学 校 皆野1346‒1
皆 野 中 学 校 皆野2244‒2
長 生 荘 大渕103‒1
国 神 小 学 校 大渕70‒1
金 沢 小 学 校 金沢2642
三 沢 小 学 校 三沢1606


